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研究成果の概要（和文）： 
 東アジア各国にも日本の老人クラブに似た組織がある。しかし、高齢者の多くは、そうした
組織にあまり依存せず、主体的に人生を享受している。一方日本の老人クラブの活動には、概
して受け身的な傾向が認められる。高齢者が多様化する現在、トップダウン型の組織化は不適
切である。高齢者を高齢者として枠づけない考え方が重要である。本調査研究は、高齢者に自
由な場を提供することこそが組織の持続化につながることを提言する。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In East Asian countries, we can find senior citizens clubs which are similar to those 
in Japan. However, most of the elderly are not so dependent on such an organization, and 
are enjoying their life rather freely. On the other hand, a generally passive tendency 
is recognized in the activities of the senior citizens clubs in Japan. Such organizations 
of top-down style do not fit with changing lives of the elderly who have also diversified 
themselves today. What is important is not to put elder people in the flame of being old. 
We propose that to give a free arena to the elder people is the best way to keep their 
organization sustainable.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の立案にあたっては、研究代表者が
参画した「過疎地コミュニティにおける老人

層の社会組織」（平成 4～6年）、「健常高齢
者の多寡を引き起こす文化特性の地域的変
異に関する文化人類学的研究」（平成 9～11
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年）、さらに研究代表者が組織した学内プロ
ジェクト『高齢化社会から熟年社会へ：都市
形成過程における高齢者の多様化とそのセ
イフティネットワークの構築』（平成 18,19
年）などの先行研究があった。これらの調査
研究を通じて、近年における高齢者による組
織の形態・役割が変化しており、かつ高齢者
像も多様化しているという認識を得られた
ことが、立案の背景となっている。 
 
２．研究の目的 
 日本は、1994 年に高齢化社会(ageing 
society)から高齢化率 14%以上の高齢社会
(aged society)となり、2006 年には高齢化率
21%を越えるという、世界でも稀有な超高齢
社会に達した。その間、東アジアを中心とし
た近隣諸国においても急速に高齢化が進行
中である。韓国やシンガポールのように、高
齢化の速度は日本よりも速い場合もあり、経
済発展の著しい中国でも、高齢化が近い将来、
経済発展の阻害要因になることが懸念され
ている。そうした国々において、高齢化とい
う現象がどのように問題化され、さらにどの
ような取り組みがなされつつあるかについ
て、政策的観点のみならず、社会文化的コン
テキストにも配慮しながら実態調査をおこ
なうことを目的とする。 
３．研究の方法 
 東アジア諸地域についておおまかに、６地
域を対象に、つぎの諸点について資料収集と
聞き取り調査をおこなった。 
(1)東アジア各国における高齢化の現状とそ
の政策、 
(2)高齢者の組織やネットワークの有無、 
(3) 高齢者組織と地域社会との関係、 
(4)加齢意識とその変化、及び加齢意識につ
いてのジェンダー上の相違点。 
(5)定年退職、現役引退以後の人生に対する
考え方、 
(6)高齢者とその介護者の現状、 
などであり、それぞれの地域事情に明るく、
豊富な調査経験を有する者が実態調査をお
こなうべく連携研究者を配置した。 
 
４．研究成果 
 (1)高齢者の組織化において重要な役割を
もつ諸団体の活動に焦点を当てた調査では、
つぎの点が明らかになった。 
 a.東アジアの国々における高齢者につい
ては、宗教団体、NGO、あるいは寺院、教会
など宗教施設を基盤として組織化が進めら
れており、しかも公的な組織以上に重要な役
割を果たしている。 
 b.高齢者組織における高齢者の活動につ
いては、宗教上の奉仕活動を除くと、レジャ
ー中心である。但し、活動の場を提供するだ
けに限られたり、会員制にするなど、高齢者

の自主性が尊重される場合が多い。 
 c.加齢意識とジェンダーの点では、一般に
男性に比して女性の高齢者組織への参加が
より積極的かつ顕著である傾向が認められ
た。 
 (2)高齢者の介護及び介護者に対する考え
方に関しては、政府によって家族主義が強調
され、家族による介護が奨励されている国が
多い反面、現実には海外からの家事介護労働
者（香港、シンガポール、台湾の場合）や地
方出身者（中国の場合）に依存する割合が高
いことが明らかになった。一般に、家事介護
労働者は住み込みを前提とするフルタイム
労働者である。我が国においては一般的であ
る「老老介護」の事例は、東アジア諸国のな
かではむしろ特殊であることが判明した。 
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